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プロジェクトの概要

今回の仙台市基本計画（中間案）について、弊社団としても様々なステークホルダーの意⾒を集約したいと考える中、
コロナ禍の制約された環境も考慮の上、オンライングループインタビュー（以下「OGI」）という産業界で活⽤が広
がっている新たな⼿法を採⽤。仙台市⺠のみならず、将来の仙台市⺠（移住希望者）にまで対象を広げ、様々な「イン
サイト」を得ることができましたので、その概要版を共有させていただきます。

Ø OGIとは？
OGIとは、インターネット上に設置したクローズドな「部屋」に参加者（1部屋あたり10名程度）を集め、複数回にわたるオンライン
でのやり取りを通して、対⾯でのインタビューでは語られなかった本⾳や、徐々に深まっていく思考の中から本質を探り出していく
⼿法。「⽴場的制約」「空間的制約」「時間的制約」を⾶び越えることができるため、いつでもどこからでも参加でき、直接⽣活者
の声を引き出すことができる。近年、⼤企業による⽣活者に向けたマーケティング⼿法として活⽤が広がっているが、今回はその知
⾒とノウハウを活⽤し、⽇本でも初めて、市⺠を対象とした形で実施。

Ø 今回のOGIについて

グループ 参加者属性 
A グループ：仙台市⺠ 7 名 
 

30 代 男性 1 名/⼥性 1 名 
40 代 男性 1 名、 
50 代 男性 1 名/⼥性 2 名 
60 代 ⼥性 1 名 

B グループ：仙台市⺠ 7 名 30 代 ⼥性 4 名 
40 代 男性 1 名/⼥性 2 名 

C グループ：仙台への移住希望者 12 名 
 

30 代 ⼥性 2 名 
30 代 男性 1 名/⼥性 4 名 
40 代 男性 3 名/⼥性 4 名 
50 代 男性 1 名/⼥性 1 名 

 

• 期間：2020年9⽉11⽇から2020年10⽉11⽇
• 対象：オンラインコミュニティ「東北ココロイキルヒトコミュニティ」公募・選考し、以下のメンバーで実施



杜と⽔の都プロジェクト

全て抽象的な概念なので、それを具現化させてほし
いです。

1. 定禅寺通も⻘葉通も、休⽇の⼀定時間を除けば賑
わっているとは思えません。⼈を集める⼯夫として
をまずすべきだと思います。
2. 仙台の公園は⼦供が遊べる公園ではなく、デザイ
ン性を重視した⼤⼈の公園だと思います。勾当台公
園がその典型です。多様な年代が過ごせる公園の設
備が欲しいです。
3. 観光客がわざわざ広瀬川に⾏くことはないと思う
ので、震災の教訓を⽣かした治⽔をまず充実すべき
だと思います。
（40代男性）

1. 空間づくりは⼤切ですが、魅⼒的なアトラクショ
ンやイベントの⽅が、集客効果は⼤きい様に思いま
す。
2. 緑を楽しめる空間って、どの様な⼈達をターゲッ
トとしているのか？イメージし⾟いと思います。
3. 広瀬川と⾃然が⼀体化した公園に様々な⽬的を
持った⼈達が、その⽬的を楽しめるスペースがある
といいと思います。
（50代男性）

全体的な感想としては、正直、今は杜の都という
のは浸透していますが、⽔の都というのはあまり
ピンと来ていない⼈が多いのではないかと感じま
す。
1. イベントごとだけではなく、⽇常的に⼈がフ
ラッと⽴ち寄り集まれる場所にしていくというコ
ンセプトであれば素晴らしいと思います。
2. 緑のイメージはありますが、緑が⽣茂る季節以
外にも、その魅⼒を感じられるような街並みも⼤
事なのではないかと思います。
3. ⽔を体感するイベントの開催のほか、飲料⽔の
ブランディングや商業施設なども検討していって
も良いかと思います。

（30代男性）

01「杜の都」の⾵⼟と⽂化に巡りあえる都市空間をつくる
「杜の都」という⾔葉に代表される⾃然と調和した都市空間の魅⼒をさらに
磨くことで、みどりを実感できる居⼼地の良い空間を広げていきます。また、
川や海などの⽔辺に親しめる空間づくりなどを通じて、魅⼒的な都市空間を
つくります。

Q「杜と⽔の都プロジェクト」についてご意⾒をお聞かせください。

1. 「杜の都」の象徴となる都⼼空間をつくる
2. みどりを楽しめる⽣活空間をつくる
3.⽔辺を楽しめる親⽔空間をつくる

実施の⽅向性

全体的にですが、けやき並⽊も公園も市の中⼼部
は綺麗に整っている印象です。少し離れた公園ま
では⼿⼊れが⾏き届いていません。そのせいだけ
ではないと思いますが、近年、⼦供達が毎⽇遊ぶ
姿が少なくなってきています。安⼼・安全・綺麗
で魅⼒的な公園作りの⾒直しが必要だと感じてい
ます。

1. 仙台では勾当台公園には噴⽔がありますが、そ
の他では定禅寺通等も⽔があるイメージがありま
せん。そういった、⼈通りの多い所に⼩さくても
いいので噴⽔があると、杜と⽔の都が実現すると
思います。
2. うちには⼩さい⼦がいますが、プールは危険な
ので、⾜元だけの⽔遊びはさせたいといつも思っ
ています。⾜⾸くらいまでの⽔深で歩ける、地⾯
から定期的に噴⽔が吹き出たり、普段着のまま⽔
遊びできるそういった広場や公園が近くにあると、
市⺠の憩いの場になるのではないでしょうか。

屋根付のベンチもあるといいですね。
3. 仙台と⾔えば広瀬川ですが、いつも橋を通りな
がら眺めるくらいで、じっくり観賞したことがあ
りません。せっかく綺麗な景観なので、岩⼿の厳
美渓のように川を眺めながら、ずんだ団⼦でも⾷
べられる茶屋なんかあると名所になると思います。
これも真似になってしまいますが、反対岸からの
空⾶ぶ団⼦も⼦供達に⾒せてあげたいです。
（40代⼥性）

全体的には、⼤賛成、是⾮こうなってほしいと思
います。

1.については、現在も定禅寺通や⻘葉通りなど良い
空間はあるけれど、うまく活⽤できていないとい
う印象です。何かイベントがあれば⾜を運びます
が、⾞で⾏くには駐⾞場を探さなくてはならない
し、ふらっと⾜を運んだり休憩したりできる場所
ではないかな。イベント⾃体も少ないかと思いま
す。市⺠も来訪者も⾜を運びやすい、遊びに⾏き
たくなるような⼯夫が必要だと思います。
2. ⽣活圏内の⼩さな公園では基本的な環境整備が
⾏き届いておらず残念な状況だと思います。⼤き
な公園はきれいに整備されていると感じますが、
⼦供たちが毎⽇遊ぶ公園がおざなりになってし
まっていては、市⺠の⽅を向いていないと感じま
す。また、植物が⽣え放題で死⾓が多かったり薄
暗い公園には⼦供の姿はほとんど⾒られません。
ゴミやタバコの吸殻もよく落ちているので時々ゴ
ミ拾いをしていますが、、、たくさん公園がある
のに、⼿⼊れを怠っているせいで活⽤されていな
いのではもったいないです。
3. もっと⽔辺で遊べる場所が欲しいなと感じてい
ます。幼児を連れて⽔遊びをしに⾏きたいと思っ
ても、安全にきれいな⽔で⽔遊びができるところ
があまりありません。以前住んでいた県では、夏
は毎⽇のように⽔遊びをしていましたが、仙台で
はわざわざ遠くの公園に出向かないと⽔遊びがで
きないので、⼦供にとってほとんど⽔を⾝近に感
じることはないと思います。
（30代⼥性）

1. 定禅寺通の景⾊も楽しめるメディアテークが好
きですが、仙台駅から距離があるのでなかなか⾏
くことができません。⼈々が気軽によって休めた
り、イベントをみられたり、キレイな図書館が駅
から近くにあると嬉しいです。
2. 緑を楽しめる公園などが増えるのは嬉しいです。
私が住んでいる地域には名ばかりの本当に⼩さい、
⼿⼊れもされていない公園がたくさんあります。
ですが、草が⽣い茂りすぎていて、蜘蛛の巣も多
くはり、⼦どもを遊ばせたいとは到底思えません。
⼿⼊れが⾏き届き、⼈の⽬があり安全、キレイな
公園が増えると嬉しいです。

3. 家では⾞がないのでなかなか海辺まではいけま
せん。近くまで⾏くるーぷる仙台のような周遊バ
スがあるとありがたいですし、観光の⽅も⾏きや
すいと思います。

市内の公園、全部を紹介するようなリーフレット、
今まで⽬にしたことがないのですが、今後公園な
どが増えるなら、特徴などを記載したリーフレッ
トがあると嬉しいです。
（30代⼥性）

「空間」というワードがそもそも抽象的なので、お
役所の絵に描いたような⽬標で終わらないでほしい
です。だから、アンケートを実施しているんだと思
いますので、何とか、現実的な提案をしたいと思い
ます。
1. 杜の都の象徴について

仙台といえば、定禅寺通り。駅から遠いので何も
知らない観光客さんには伝わりにくいかも。ただ、
⻑い間培ってきた、先端的なイベントなどを開催し
やすい空気が感じられるので、まずは、定禅寺通り
から発信していくといいのでは。

2. 緑を楽しめる⽣活空間について

商店街や⼟地の持ち主さんとの兼ね合いがあると
は思いますが、開発や建築の計画段階で緑を取り⼊
れる条件を組み⼊れてほしいと思います。条例にす
るのも必要になると考えます。

3. ⽔辺を楽しむ親⽔空間について

川も海も近いのに、利⽤する⽅法がわからないの
はもったいない。広瀬川を利⽤するための導⼊路と
か、安全に海岸を散策できる散策路とか。整備した
うえで、知ってもらえるツールを⽤意するべき。海
岸については、震災以来近づきにくい雰囲気がある。
（60代⼥性）

全体：緑ある街というのは既に定着していると思い
ます。ただ⼿⼊れが⾏き届いていなかったり、設備
が古かったり居⼼地が良いとはなかなか⾔えない場
所もあるので、綺麗に維持していくことも⼤切だと
思います。
1. ⻘葉通りや定禅寺通りではジャズフェスをはじめ
様々なイベントが開催されていると思います。イベ
ント時は混雑するので休憩所はもちろん、広い駐⾞
場や渋滞緩和のためにシャトルバスを運⾏するなど
⾼齢者や⼦連れでも⾜を運びやすいように検討して
はどうでしょうか。ベビーカーや⾞椅⼦使⽤者は、
そのようなイベントには⾏きたくても混雑が酷く、
⾏くのを我慢してしまうこともあると思います。私
も⼦供が⼩さい時に、授乳スペースがない、トイレ
が汚いなど経験したため、そのような⼈たちでも楽
しめるようなバリアフリーエリアを作ってはいかが
でしょうか。

2. どんな⼈にでも「⼿⼊れの⾏き届いた綺麗な公
園」は喜ばれると思います。私の住む町内会では定
期的に住⺠による除草作業や公園清掃があるので、
地域住⺠や企業・団体みんなで綺麗に維持していく
ような取り組みをしても良いと思います。

3. ⼭形の⾺⾒ヶ崎のように芋煮やバーベキュー、花
⽕が出来る場所が欲しいです。
（30代⼥性）



「防災環境都市プロジェクト」についてご意⾒をお聞かせください。

1. 防災・減災の備えを⽇常⽣活に織り込む
2. 環境負荷の低い⽣活・ビジネススタイルを定着させる
3. 持続可能な都市インフラをつくる

実施の⽅向性

防災環境都市プロジェクト

「しなやかな都市環境」って何なのかがわかりませ
ん。官公庁でよく使われるワードだとは思いますが。
1. 震災を経験した以上、災害への危機感は恐らく⽇
本でも強い地域だと思います。しかしその記憶も当
然薄れていくので、書籍をはじめとするデータベー
ス化とその拡散が急務だと感じます。

2. 最先端の環境関連技術は⽇々開発されていますが、
それを導⼊している⾃治体がないのだと思います。
積極的な導⼊を進める組織作りが⼤切なのでは。
3. レンタサイクルはだいぶ導⼊されていますが、そ
の価格設定も安いとはいえないです。⺠間は収益を
考えると何もできないので、そこが⾏政の腕の⾒せ
所ではないかと。
（40代男性）

1. ⾏政から様々なメディアを通じての注意喚起が
必要だと思います。
2. 企業を巻き込んだ全国に類を⾒ない仙台市なら
ではの施策が必要だと思います。
3. 試験的に⾃転⾞専⽤レーンを設置して、
⾃転⾞と歩⾏者の接触を減らすことも考えて欲し
いと思います。
（50代男性）

1. 東⽇本⼤震災を教訓に災害に強い街づくりが⼤
切だと思います。物理的なこともですが、発信⼒
SNSの活⽤などで、ずっと発信し続けることが⼤切
だと思います。
2. ⾷品ロスは⼤規模なことはわからないですが、
フードパンクとの連携などはどうなんでしょうか。
3. ⾃転⾞専⽤レーンもいろいろなところにありま
すが、上⼿に使われているとかちょっと疑問があ
ります。明らかに⾊が違うようにするとかは必要
だと思います。
これからビルなどをたてるときは、屋上庭園必須
にするとか、避難拠点に出来るスペース作りなど
はどうでしょうか？
（50代⼥性）

世界から注⽬されている防災都市としての取り込
みを積極的に推進して発信してほしいです
1. 防災・減災の備えを⽇常⽣活に折り込むについ
て２０１９年の仙台防災未来フォーラムにブース
参加しました。⼤きなイベントで情報を発信し続
けることと、⼀般市⺠が関⼼を持ち、学べる機会
を作ってほしい。テレビのニュースで「今⽇は防
災の⽇なんだ」と思い出すだけで終わってしまい
ます。印刷物は⾒られずに捨てられます
2. 環境負荷の低い⽣活・ビジネススタイルを定着
させるについて

そもそも、仙台市のごみ分別がゆるい。⼤きな都
市にありがちですが、分別に迷って電話したら、
めんどくさい時は、燃えるゴミにしてと⾔われま
した
3. 持続可能な都市インフラについて

割とコンパクトな都市なので、⾃転⾞レーンは必
要だと思います。東⼝のイーグルス通り？で、係
の⽅々が⾃転⾞レーンの⾛⾏を促す活動をされた
ことがありますが、なかなか定着するのに時間が
かかると感じました。
（60代⼥性）

02
Q

全体：市⺠⼀⼈⼀⼈の防災意識を⾼めることは良い
ことだと思います。また、3.11だけでなく、宮城県沖
地震や洪⽔での被害も昔はもっとたくさんありまし
た。
防災ハザードマップや震災時の避難場所の整備など、
災害を教訓にしていろんな整備をしていると思いま
す。ただ、それが周知されていないため、若い世代
や移住してきた⽅々に伝える⼒を強化していくこと
も⼤切だと思います。
私の住む町内会では公園清掃と炊き出し訓練が同⽇
に⾏われています。地域住⺠で公園や道路を清掃し
てから、みんなで炊き出しをして地域住⺠の交流を
深めています。
まずは町内会などの⼩さい組織レベルで実施すると
⼀⼈⼀⼈が⾃分のこととして取り組んでいけるので
はないでしょうか。
1. テレビでコロナ禍での避難所運営の在り⽅を検討
しているのを⾒て、取り組みの早さと防災意識の⾼
さを感じました。財源が厳しいとは思いますが、公
⽤⾞に電気⾃動⾞を取り⼊れ、⾮常時は蓄電池とし
て、電気が⽌まった過疎地へ配置するなど。

2. 仙台市はプラゴミと燃えるゴミの分別化に取り組
んでいますが、他⾃治体や他県ではそのような取り
組みをしていないところがほとんどです。効果があ
るのならもっとアピールが必要だし、他県に住む弟
には「ごみ袋が⾼いわりに破れやすい」と⾔われた
ことがあるため、ごみ袋の費⽤や清掃業者の負担が
⼤きいだけならやめた⽅が良いと思います。

3. 私⾃⾝は⾞が必要な地域に住んでいますので使っ
たことはありませんが、先⽇、東北⼯業⼤学の正⾨
付近に伊達バイクが設置されているのを⾒て、若く
て体⼒のある⼤学⽣中⼼にもっと活発に使ってもら
えるのも良いと思いました。

JRや地下鉄から離れた地域に住んでいるのですが、バ
スが少なく乗り換えを考慮したダイヤになっていな
いので不便です。なので⾞２台持ち必須の世帯が多
いのですが、そうなると朝⼣の通勤時間帯の渋滞が
ひどく、⾬や事故があった時は遅刻決定なのです。
だいぶ前にモノレールを作るという話があったので、
是⾮とも実現して欲しいです。
（30代⼥性）

持続可能でしなやかな都市環境をつくる
「杜の都」の豊かな環境に配慮した取り組みを進め、災害リスクの軽減にも
つなげる「防災環境都市」を世界に発信します。また、災害への対応や環境
への配慮の視点を⽇常⽣活に織り込み、持続可能でしなやかな都市環境をつ
くります。

⼤きな⾃然災害を経験した都市として必要な視点だ
と思います。

1. ついては、⾏政として対応⼒の向上や製品・サー
ビスの創出をやっていくというのは市⺠としては安
⼼感があります。ただ、市⺠の⽇常⽣活に織り込む
となると、市⺠⼀⼈ひとりの意識の問題もあります。
災害から⽇が経つと徐々に防災意識が薄れる中でど
う対応していくのか気になります。
2. については、仙台はあまり市⺠の意識が⾼いとは
⾔えないと感じています。分別されていないゴミの
⼭、ゴミ捨て場から溢れたプラスチックゴミなどが
⼤⾬に流されていく様⼦もよくみます。以前住んで
いたところでは、幼稚園や保育園の前に、不要に
なった⼦供服を⼊れる箱が置いてあり、⼊れるのも
もらうのも⾃由でした。また、スーパーで空き⽸を
リサイクル箱に⼊れると◯個◯円もらえるというの
もありました。同じチェーン店でも、他県ではやっ
ていて仙台ではやっておらず不思議でした。市⺠の
意識レベルの向上が必要かと思います。「⾷品ロス
の削減等を通じた資源の効果的な循環の仕組み作
り」についても⾮常に興味があります。

3. については、仙台は⾞がないと不便に感じるので、
交通機関が充実すれば実現に近づくと思います。
（30代⼥性）

⼤量の備蓄品や⾷品の備蓄で⼤量の廃棄が出るのは、
税⾦や資源の無駄だと思います。

賞味期限切れは⾷べる事かできます。安く売るとか
勉強の為に給⾷に出すとか、フードバンクは良いで
すね。
（50代⼥性）

先⽇⾒た朝の情報番組で、公園のベンチが災害時
に炊事場になるというものを⾒ました。仙台は、
⽐較的災害の少ない地域だと思いますが、地震に
ついては多く、街中に公園も多いので、そういっ
たものを取り⼊れてもいいのではないかと思いま
す。

私⾃⾝は震災を仙台で経験していますが、外国⼈
の夫や息⼦は⼤きい地震を経験しておりません。

震災未経験の外国⼈観光客や留学⽣などにもわか
りやすく、どう備えるべきか、絵などでわかりや
すく知らせてほしいです。

できれば、意識しないでも⽬につく形で、広めて
ほしいです。

1もですが、特に2.3については、⾃分たち市⺠にど
う関わってくるかを明確に教えてほしいです。
（30代⼥性）

読んでいると「そうだよね」と同意はできると思い
ますが、具体的な⾏動やイメージには結びつかない
気がします。
確かに未曾有の⼤震災がおきましたが、やはり忘れ
られていくものなので、⽇々の⾏動や意識に働きか
ける施策が必要だと考えます。
（30代男性）



⼼の伴⾛プロジェクト

私は個⼈的に、仙台市に最も⾜りない部分だと
思っています
1. 多様性が尊重される環境を作る
私は、⼦どもから⼤⼈までの発達障害特性を持つ
⽅々の環境整備のサポートを教える講師です。市
⺠があまりにも知識がなさすぎるし、学ぶ場所も
機会もない。合理的配慮について知らないことは、
要求することも出来ないことです。環境整備を掛
け声や、建前だけにしてほしくないと思います。

2. 孤⽴しない、つながる仕組みを作る
ひきこもりの⼥性の居場所作りのグループを作っ
ている最中ですが、コロナの影響で集まるという
⾏動が難しくなっています。きっと、⼩さくても
熱⼼に活動してきている⼈達がいるはずなのに、
出会うチャンスが⾒つかりません。市が⾳頭を
とってネットワークを作って欲しい。
3. ⼼を⽀える環境を作る
いじめに対する対策が⽢すぎると感じています。
仙台市では、助けてもらうことは出来ないと⼤勢
の⽅々が思っているはずです。報告させることに
⼤きな意味をもたせず、⾏政側の毅然とした姿勢
と、発信⼒を強化してほしいです。
（60代⼥性）

多様性、孤⽴しない、メンタルヘルスや⼈権につ
いて触れられていて、⽬指すべきところはごもっ
ともだと思いますが、具体的にどういったことを
されるのかが⼤事だと思います。
福祉の世界でも「伴⾛⽀援」という⾔葉はよく使
われるのですが、伴⾛というのはそもそもどう
いったことなのか、誰が誰に対して⾏うのかなど
が不明確なままでは伴⾛できないような気がしま
す。
（30代男性）

1. 仙台に移住した⼈にとって、溶け込むのにとて
も時間が掛かります。
溶け込めば、なんてことはないのですが。。。多
様な価値感を受け⼊れることは、教育する必要性
を感じます。
2. ⾃分で発信しないと新しいコミュニティに⼊れ
ないものですが、
苦⼿な⽅が多い印象です。受け⽫を作りながら、
呼び込む施策があるといいですね。

3. 様々な事情があってのことと思います。難しい
課題ですね。
（50代男性）

グローバルが重要な現在、⾮常に重要なことだと
思います。閉鎖的な地区にならず、多様な理解を
⽰すことを⽬指したいです。
1. 性別や年代は当たり前として、国籍を超えた交
流によって⾃分たちにも⾔語や⾵習など学ぶもの
があります。多国籍なイベント作りなどが重要だ
と考えます。
2. 年⻑者からコミュニティを押し付けることでは
なく、若年層の嗜好に寄り添った新しいつながり
を作っていきたいです。
3. 仙台はもろもろのいじめ事件によって悪いイ
メージがついているので、⼤きな施策を取って払
拭するべきだと思います。
（40代男性）

03
Q「⼼の伴⾛プロジェクト」についてご意⾒をお聞かせください。

1. 多様性が尊重される環境をつくる
2. 孤⽴しない、つながる仕組みをつくる
3. ⼼を⽀える環境をつくる

LGBTへの視点が抜けていると感じます。同性パート
ナーシップ制度も東北ではまったく制定されておら
ず（弘前市で近く制定される⾒込みですが）、仙台
では議論の俎上にも乗っていない印象です。１で
「性別」という⾔葉が⼊っていますが、具体的には
何も⾔及されていません。
また多様性を尊重の点に関し、仙台⼈の気質的に横
並び意識や異質なものを受け⼊れるのに時間がかか
るように思います。「世間⼀般」からはみ出した多
様性に対し、理解がない・そもそも知らない（知ろ
うとしない）ということがあると思います。

⾔うは易く⾏うは難し、この⼼の伴⾛プロジェクト
は市⺠⼀⼈ひとりが当事者意識を持つには息の⻑い
啓発活動が必要に思います。
1. 障害の有無に関して合理的配慮の推進という点で
は、障害者の就職率・定着率が上がるような施策を
希望します。⼀⼝に障害といっても、⾝体・知的・
精神と様々で、さらに各⼈でそれぞれ状態は千差万
別です。特に精神障害者は雇⽤率が低いうえに、雇
⽤されてもそれぞれの体調に配慮した就業体制を作
るのに企業が不慣れと感じます。

そもそも、企業や市⺠⼀⼈⼀⼈が、障害に対して知
らないということが⼤きいのではないでしょうか。
特に⾒た⽬で分からない障害では、⾃分の⾝近に障
害者が存在することに無⾃覚すぎます。無⾃覚がゆ
えに、知らず知らずのうちに無理解からくる当事者
を傷つける発⾔や⾏動、合理的配慮を⽋くようなこ
とが⾏われていると思います。

この点に関しては、障害のある⼈だけに向けてでは
なく、広く市⺠に働きかける必要があると思います。
例えば市⺠講座や企業への研修や、それらは興味の
ある⼈にしか響きませんから、関⼼を持っていない
層へもアピールする機会を持ってほしいと思います。

2. ひきこもりは、⾃らつながりに⾏くことができな
いからひきこもりなので、ひきこもり本⼈がアクセ
スしやすいシステムを作っていただきたいです。例
えばホームページなどのネットに相談窓⼝を設ける
など。
8050問題に象徴されるように昨今のひきこもりは親
も⾼齢化しているので、⽇々の営みに精いっぱいで
親が相談に出向くのが困難な場合もあります。⾼齢
者問題には地域包括⽀援センターがあるように、た
とえば⺠⽣委員が⽀援のワンストップ窓⼝につない
でくれるなどするといいのではないでしょうか。相
談していない、可視化されていない当事者の中には
どこに相談したらいいかを調べる余裕もない⼈もい
ると思います。
3. いじめに関しては、今までは認識が⽢く対応も後
⼿にまわりがちだったと思います。これ以上痛まし
い犠牲者を出さないために、教育者の認識を新たに
する必要があると思います。

メンタルヘルスに関して、現在もこころの電話相談
などをされており有効だと思います。メンタルに問
題を抱えた本⼈だけでなく、同じ職場の上司や同
僚・学校の教師や友⼈と⾔った、本⼈を取り巻く⼈
も気軽に相談できる窓⼝があればいいと思います。
（40代⼥性）

昔は当たり前だった近所付き合いも、今は隣近所に
誰が住んでいるのかも分からないのが⽇常化してい
ます。このままではもっと閉鎖的な環境が進み、何
かあった時の助け合いの精神も薄れてしまうので、
そうならないような取り組みが必要だと思います。
1. コロナウイルスの新⽣活様式がますます⼈々を孤
独にさせています。外国⼈のみならず、同じ⽇本⼈
でも差別的な⽬で⾒られ⼈と交流するのが⾮常に難
しい状況です。そんな中でも交流する場を求めてい
る⼈がいます。⼗分に対策をとり、性別や国籍関係
なくコミュニケーションが取れる場が徐々に増えて
いくのが理想です。

2. 私には障害を持つ親族がいます。⼀年中病院を往
き来し、働くこともできずほぼ家の中で⽣活をして
います。障害があることは近所にも知らせておらず、
隠れて⽣活をしているようでもどかしさを感じてお
ります。そういう⼈達が交流できる場はなく、病院
で開催される｢障害を持つ家族同⼠の交流会｣が１年
に⼀度ある程度です。探すともしかしたらあるのか

もしれませんが、障害を持つ本⼈がコミュニケー
ションできる場、働ける所等を相談できる場がもっ
とあると良いです。

3. いじめに関しては、私にも⼦供がおり何度か経験
がありますが、いじめが全くなくなるのは無理だと
思っています。なぜなら誰も⾒ていない時、SNS上等
で⼤⼈に隠れてできるからです。いじめをしたら、
学校に通えない、将来がない、くらいの厳しい厳罰
を与えない限りこれからも続くので各学校の対応を
厳しいものにしてもらいたいです。
（40代⼥性）

多様性を尊重し、あらゆる⼈が安⼼して暮らせる地域をつくる
様々な⽴場や状況・ライフスタイル・価値観を地域全体として包み込み、互
いに多様性を尊重して⽀えあい、あらゆる⼈が孤⽴せず、安⼼して暮らすこ
とができる地域をつくります。

実施の⽅向性



地域協働プロジェクト 04
Q「地域協働プロジェクト」についてご意⾒をお聞かせください。

1. 多様な協働が⽣まれる基盤をつくる
2. 多様な主体の⼒を地域に活かす
3. 地域の交流を活発化させる

多様性を⼒に変える地域をつくる
より良い地域づくりのためには、地域によって異なる成り⽴ちや魅⼒、課題
等に応じた協働が必要です。住⺠だけではなく、地域に根差した市⺠活動団
体や若者、企業などの多様な主体が関わり、多くのチャレンジが⽣まれる環
境をつくります。

実施の⽅向性

私⾃⾝は、異⽂化に興味があるので、⼈⽣が楽しく
なりそうです。価値観が変わると思います。

1. 企業との連携がいいかなとは思います。個⼈的に
思っていたのですが、市政だよりのイベントは平⽇
で働いている⼈が参加しにくいような気がします。
2. 若い⼈の⼒はパワーに満ちています。パソコン教
室などでも、専⾨家を呼ぶのではなく学⽣に先⽣を
してもらって、⼿取り⾜取り教えてもらうほうが駆
りやすいかなと思います。
（50代⼥性）

1. 公共の会議室などが使い易くなるといいですし、
オンライン設備を備えた場所が

あると有効活⽤出来る可能性を感じます。

2. 若者の意⾒が尊重される場があるといいですね。

3. 多くの市⺠に情報が届く様な仕組みが出来ると活
性化されると思います。
（50代男性）

仙台市は⼤きくなることで、住みやすさから遠ざ
かってきたように思います。⼩さな市⺠の⾔葉な
ど反映されることはないのだなと感じてきました。
プロジェクトが現実に実⾏されるために、質問に
も率直な意⾒を⾔っていきます。
1. 多様な協調が⽣まれる基盤をつくる

地域のことを話し合うのは、町内会のご⽼⼈ばか
りなのが現実です。⼦供会の地区⻑をしていた時、
意⾒を⾔うと前年踏襲でと⾔われました。

2. 多様な主体の⼒を地域に活かす
交通が不便です。若者の⼒を活かすには、参加し
たいと思うコミュニティが必要

3. 地域の交流を活発化させる
公共の施設がほとんど⾃由には使えなくなってい
ます。お⾦がかからずに集まることができる場所
を設けてください
（60代⼥性）

仙台は震災の影響もあり、地域協働の動きやイベン
トなどは積極的に⾏われている感覚を持っています。
もっともっと⼤学⽣や学校、医療機関、⾃治体、そ
の他いろんなジャンルの協働が盛んになり、具体的
なアクションが⽣まれていく場が必要だと感じます。
特に⾏政の腰が重く、なかなか変化していない気が
します。
（30代男性）

⼀年半ほど前にこちらの地区へ引っ越してきまし
たが、地域コミュニティへの参加は全くありませ
ん。
でも外国⼈の夫や⼦どものためにも、地域との関
わりがほしいと思っています。
地域のコミュニティへの参加がしやすいようにな
るのであれば良いプロジェクトだと思います。
1. 地域の企業同⼠で⼿を組み新しい事業が⽣まれ
たり、地域住⺠との意⾒交換などで新しいサービ
スが⽣まれるのではないかと思います。
2. 地域をどうくくるのかにもよると思いますが、
ごく⼩さな地域コミュニティでは、お年寄り、も
しくは⼩学⽣の⼦供やその親を対象とした集まり
はありますが、若者を対象にした集まりはイメー
ジがありません。その地域で育っているか、その
地域で働いているかでないと、地域課題に対して
の興味関⼼は⽣まれないような気がします。どこ
からどう意⾒を集めるのか、また誰が主体となっ
て動くのかが重要かと思います。

3. 私達のように地域の集まりに参加したくても、
どう参加していいかわからない⼈は多いと思いま
すので、イベントがあると参加しやすくなるので
はないかと思います。
（30代⼥性）

⼤切なことだとは思いますが、難しいことです
企業が関わることは⼤賛成です。

1. メディアテークがその役割にあたるのかもしれ
ませんが、テクノロジーについてはあまり思い当
たることがありません。最先端テクノロジーを活
⽤した施設があれば公報をお願いします。
2. 若者のアイデアを⽣かすためにも若者が仙台に
住み続けよう、と思わせる施策がまず必要な気が
します。
3. 交流イベントになるとどうしても年⻑者が旗を
振ってしまいますが、若者に企画してもらう仕組
みつくりを考える必要がありそうです。
（40代男性）

多様性を⽣かす⽅向性は⼤賛成ですが、具体的に今地
域で何ができているのかと考えると、あまり思い浮か
ぶものがないのが正直なところです。今現在の漠然と
した、抽象的なイメージから、⼩さくても良いから具
体的な事業に落としていくのが⼤事だと感じます。
1. 「地域づくり」「公共」というキーワードを⽬にし
て⾷いついてくる⼈は、特定の⼈物に限られている気
がします。興味関⼼は⼈によって様々かと思いますが、
料理教室、勉強会などなど、その⼈が気軽に参加でき
るコミュニティが仙台にも増えればいいと思います…
と私を含めて、他⼈任せ・他⼈事のように発⾔してし
まう⼈が多い⼟壌を、そもそもは変える必要があると
思っています。
外部(主に県外)から講師を呼び、勉強会などのイベン
トの⾯⽩さを知り、そこから新たなコミュニティを運
営する市⺠を地道に増やしていくのが現実的なのでは
と考えています。

2. 「若者のアイデアを⽣かす」のであれば、それを受

け⼊れられる⼟壌が必要だと思います。以前「若者を
受け⼊れたが、地域の⼈(主に⾼齢者)が気に⼊らない
とアイデアが起⽤されず、結果的に若者は去っていっ
てしまった」と⾔った内容の記事を読んだことがあり
ます。ここで⾔う「若者」が「新しいアイデアを提供
してくれる若者」なのであれば、受け⼊れる側の地域
住⺠にもそれなりの変化への覚悟(を知ってもらうこ
と)が必要だと思っています。
3. 今はこくちーずやPeatix、Connpassなどイベント・
勉強会をオンラインで通知するサービスが広がってい
ます。私も最近よくチェックしていますが、とにかく
仙台で開催されるものは限られています。ほとんどが
⾸都圏、オンラインのものです。現在、仙台市内でも
オフラインでイベントをされている団体さんはあると
思いますが、こう⾔ったサービスにあえて多くの⼈の
⽬に⾒える形で載せることで、盛り上がりを増やすこ
とはできないかとも思っています。
（30代⼥性）

私の住んでいる地域では、学校や周辺地域と連結を
し、⾊々な⾏事・イベントが開催されておりますが、
中⼼となっているほとんどが年配の⽅です。若い⼈
達、⼦育て世代、働いている⼈達は忙しくあまり主
体となってできていないので、何らかの形でみんな
が参加できるようになればいいと思っています。

1. 近くにコミュニティセンターがあり、いくつか
サークルがあるのですが、もっと⾊んな種類がある
と嬉しいです。こちらも年配の⽅中⼼なので、⼦供
の習いごと(空⼿、書道等)がコミセンでできたらか
よわせたいです。

2. 今住んでいる所の移動⼿段はバスのみです。しか
も泉中央⾏きだけで、とても不便に感じています。
バス通りは⽚道⼀⾞線が多く、渋滞も頻繁におきて
います。無理な追い越しで危険運転もみられるため、
バス停の所は、後続⾞がスムーズに進めるよう乗り
降りできるスペースをきちんと作ってほしいです。

3. 地域の交流を活性化させるには、若い世代の⼈達
がもっと主体となって活動できたらいいと思います。
若い⼈達の中には、交流を避ける⼈も少なくありま
せん。町内会では茶話会、カラオケやゲートボール
⼤会等、若い世代向けの集まりがありません。他の
地域ではどのようなことをしているのか情報を知り
得る⼿段を教えてほしいです。
（40代⼥性）

多様性を⽣かした地域づくりに賛同します。

1. 住⺠の⼒だけでは実現が難しいことがあっても、
協働がうまくいけば課題解決に向けて⼀気に加速す
ることも期待できますね。
2. 若者のアイデアももちろんなのですが、移住者、
障害者、⾼齢者など、移動に於て弱者になりやすい
⽴場の⽅の意⾒を活かすことが最も⼤事だと思いま
す。

3. ⾃由でオープンな交流の場は各地に作って欲しい
です。⾏動範囲が限られてしまうような⽅々が気軽
に参加できて初めて⾃由に参加できると⾔えるのと
思います。
（30代⼥性）



安⼼して⼦どもを産むことができる環境づくりは、
なかなか⼤変な課題だと思います。産んで終わりで
はなく、そこから20年近い⼦育て期間に親の負担が
軽くなければ、少⼦化は解決しないと思います。男
性も⼥性と同じくらい⼦育てにかかわらなければ、
⼥性の負担は増す⼀⽅です。

1. 学校・地域・家庭による協働では、現在職場体験
を⾏っている学校も多いようですが、果たして⼩学
⽣に実地の職場体験は必要でしょうか。アエルの施
設で⼗分なような気がします。職場体験は受け⼊れ
る⽅も結構な負担ですし（受け⼊れ先を探す先⽣も
⼤変でしょう）、⼩学⽣は将来の職業選択というよ
りお店屋さんごっこ・社会科⾒学の域を出ていない
と感じます。
反対に中学⽣からは、将来の職業選択を⾒据えて多
業種で職場体験ができるといいと思います。

2. ⼩中学校で⾼校や⼤学の教員、地域の⼈材、ネッ
トを介して遠⽅（海外を含む）の⼈材の授業がある

といいのかなと思います。しかし講師をセッティン
グするのを学校の先⽣まかせにしては負担が増すば
かりですので、コーディネイト担当・または⽀援の
市の部局があればいいのかなと思います。
不登校の⼦どもに関しては、図書館や博物館などの
市の施設へ平⽇でも出⼊りできるようになれば、居
場所が増えます。ずっと不登校という⼦だけではな
く、今⽇は学校へ⾏きたくないという⼦が⼀⽇だけ
利⽤してもいいと思います。有料の施設は、無料に
なるパスなどがあればいいですね。
3. オンライン活⽤の点では、Twitter、ラインなどを
うまく活⽤してほしいです。情報を渇望している切
⽻詰まった⼈は、いちいち市のホームページに⾶ん
で必要な情報を⾒つけられる余裕はないので、ライ
ンなど普段使っているメディアで相談できるといい
と思います。
（40代⼥性）

笑顔咲く⼦どもプロジェクト05
Q「笑顔咲く⼦どもプロジェクト」についてご意⾒をお聞かせください。

1. 意欲を引き出し、伸ばす教育環境をつくる
2. 個性に合わせた成⻑の機会をつくる
3. ⼦育てを楽しめる環境をつくる

⼦どもたちの未来が広がる環境をつくる
希望する⼈が安⼼して⼦どもを産むことができる環境づくりが不可⽋です。
また、⼦どもたちのチャレンジの場をつくり、⼈⽣を切り開く⼒を伸ばすと
ともに、⼦どもたちの個性を尊重し、地域で守り育てる環境をつくります。
そして、⼤⼈も⼦どもとの関わりを通じて学ぶ、社会がより良い⽅向に進む
ための好循環を⽣み出します。

⼦供プロジェクトの前に、希望する⼈が結婚したり
パートナーを得ることが出きるプロジェクトが先で
しょう。
この事も以前提案しましたが、前例がないとの回答
を頂きました。そして、この問題が経済的視点での
み考えるべきではない。
（50代⼥性）

1. 能⼒を持ったお⼦さんが家庭の事情などで進学を
諦めることがない様な施策を打って欲しいです。
2. 個々の⻑所を伸ばせる様な教育には⼤きな教育改
⾰が必要だと思います。

3. 前例に囚われることなく、多様な⼈が参画出来る
仕組み作りが必要だと思います。
（50代男性）

1. 学校視点で考えれば、やはり教育の質の向上だ
と思います。学⼒とかの意味ではなく正しい道徳
観とか⼈としてどうあるべきかということを学ぶ
機会が少ないのだと思います。学校もそうですが
も親としての資質も⽣活に⼿⼀杯で回らない親も
いるのでまずそこをどうにかしてと思っています。
2. 課外活動の場をつくる。親が働いていなくても
学童保育に⾏ってもいいとかちょっとしたことだ
と思います。⼩学校の空き教室を使っての⼤学⽣、
⾼校⽣の交流会とか、学習会とか、親以外の⼈と
関わるって⼤切だと思います。
（50代⼥性）

未来に希望が持てない状況の中、本気で⼦どものこ
と、⼦育てのことを考えて実⾏してほしいと⼼から
思います

1. 意欲を引き出し、伸ばす教育環境をつくる
横並びで同調することを求める教育はもうやめてほ
しいです。どんな基準で教師を採⽤しているので
しょうか？⺠間から⼈材を登⽤したらいいのではと
まで思います。

2. 個性に合わせた成⻑の機会をつくる
不登校でも、ずにいられるように。今は、親⼦共に
納得できる居場所は多くないです学校が嫌いでも居
場所があってほしい。出来る⼦も押さえつけられ個
⼈で頑張って活動している⽅々はいますが、⼀般に
知られていません。
3. ⼦育てを楽しめる環境をつくる
今は、保健所と、町内の役員による年に数回のお茶
会ぐらいしか交流の場所がないです。気軽に参加で
きる情報共有と出会いの場を、市の若いお⺟さん職
員が現実的な、実⾏可能な企画を考えるといいので
はないでしょうか。
（60代⼥性）

実施の⽅向性

やはり⼦どもたちにとって「教育」の影響は凄まじ
く⼤きく、周囲の⼤⼈の影響も⼤きいと感じます。
特にコロナによって、授業の遅れなどもあり、ます
ます詰め込み教育化してしまうのではないかと危惧
しています。
道徳や哲学といった⼈と⼈を通じた実学が⼦どもた
ちにとっては必要だと考えますし、合っているか間
違っているかではなく、⾃分の意⾒を述べる、⾃由
に発想するという機会をもっともっと作ってあげる
べきなのだと感じます。
⼈と違うということは個性であり価値のあることだ
と肯定するところからだと思います。
（30代男性）

希望する⼈が安⼼して⼦どもを⽣むことができる環
境づくりとのことですが、今年はじめに⼦供を⽣み
ましたが、妊娠中から現在まで不安しかありません。

お⾦の問題、産院選び、コロナ渦での⼦育て、保活
問題などです。同じ地域での経験者がおらず、私⾃
⾝働いているなかで、イチから⾃分で情報を探さね
ばならず、かなり負担を感じました。

そのうえ、⺟⼦⼿帳を取りに⾏った際、⼤量の冊⼦
やチラシを渡され、産後の説明までを⼀気にされて、
何⼀つ頭に残らず、ただただ呆然としたことを思い
出します。

産前のサポートは、より的確、かつ端的にしてほし
いです。

1. オンラインを取り⼊れた授業はぜひ推進してほし
いです。ネット環境のない家庭もあると思いますが、
今後グローバル社会で⽣き抜く⼒をつけるためには、
ネットスキルを⾝につける必要があると思います。
ただ、それだけではなく、⾃らの考えをプレゼンで
きるような能⼒も同時に養う教育をしてほしいです。
2. それぞれの個性を尊重した教育はとても良いと思
います。ただ、教員が必要以上に多忙になることの
ないように配慮していただきたいです。
以前、教育関係の仕事に就いていましたが、新しい
⽅針を取り⼊れる際、昔からのやり⽅を変えたくな
い教員も多くいるように感じました。新しいことを
取り⼊れる先⽣とそうでない先⽣で⼦どもたちの習
得差が⽣まれないようにしてほしいです。

3. ⼦育てを楽しめる環境ですが、3⽉に⼦供を⽣ん
でからコロナの影響もあり、ほとんど外へ連れて
⾏っていません。
オンラインで楽しめる親⼦イベント等が浸透すれば
参加したいです。
また家にいながら図書館の本を郵送などで借りれる
なら借りたいです。
（30代⼥性）

概ね賛同しますが、安⼼して⼦どもを産むことができ
る環境づくりに関してあまり書かれていないのが気に
なります。
1. 学校・地域・家庭の協働、オンラインの活⽤で、学
習についていけず置いて⾏かれるこがいないようサ
ポートが充実できると思います。
様々な国から移住されている⽅々がいますし、オンラ
インも活⽤して、実際にいろいろな⽂化や⾔語や思い
に触れて、相互理解が深まることを期待します。

2. 来年⼩学校⼊学の知⼈のお⼦さんが発達に⼼配があ
るのですが、学校選びにあたって、苦⼿なことを強要
されて学校が嫌いにならないかと⼼配しているようで
す。それぞれの特⾊や児童・保護者の声が聞けたり、

実際に⾒学できる機会が増えると良いなと思います。
公⽴校は、児童の多様性などに関して先⽣⽅の理解が
深まり、どの学校に⾏っても相違なく公平に多様性を
認められるよう、教員への指導なども必要かと。

3. 仙台には移住者も多くいますので、誰にも相談でき
ずに引きこもってしまう親⼦もいます。相談に⾏って
も、期待した対応をしてもらえずに、それがトラウマ
になってそのご⼆度と相談に⾏きたくないと思ってし
まうことも。相談できる場所や⽅法をインターネット
や広告で広めたり、相談を受ける⽴場にある⽅々の指
導は必須です。安⼼して外出できるや、様々な遊びに
触れられる、に関しては他の設問への回答通りです。
（30代⼥性）



ライフデザインプロジェクト06
Q「ライフデザインプロジェクト」についてご意⾒をお聞かせください。

1. まちの⾄る所で学びと実践の機会がある環境をつくる
2. 誰もが活躍できる環境をつくる
3. ライフステージに合わせた健康を⽀える

⾃分らしい⽣き⽅が実現できる環境をつくる
⼈⽣ 100 年時代の暮らしを充実させるため、その前提となる健康づくりへの
意識向上を働きかけるとともに、多彩な学びの機会があふれる環境やライフ
スタイルに合わせた活躍の場をつくることで、個性が輝き、創造性あふれる
豊かな社会をつくります。

実施の⽅向性

今の仙台に⽋けているところかなと思います。

1. まちのいたるところでまなびがあるといいですね。実際のところそうでもないですね。北⼭のお寺とか⾊々
学びたいところもありますが、周知下⼿というか、企業とのタイアップなどかあるといいかなと思います。
2. 以前障害者とその家族を対象とした⾳楽会、仙台フィルハーモニーがあったのですが、ここ2年ぐらい前から
なくなったようですし、⽂化的な⾏事は減らさないで欲しかったですね。
3. ⼀番難しいですね。やはり市政だよりでの周知とか、プロ選⼿の学校訪問など⼦供のころからの刷り込みが
必要かなと思います。
（50代⼥性）

1. 市⺠の多様なニーズに合ったものを提供できれ
ば、効果はありそうですね。
2. ⺠間への需要喚起策が必要だと思います。
3. ⼿軽に運動出来る施設、⾞以外での移動の有効
性を訴求する施策があれば、
ウォーキングや⾃転⾞の利⽤率も上がるかもしれ
ないですね。
（50代男性）

1. 「学び合い」があるといいなと思います。
教える⽴場だった⼈が教えられたり、教えられる
⽴場だった⼈が教えたり、それが障害の有無や⼤
⼈か⼦ども、国籍や性別の違いなどいろんな⽴場
の違いが価値となったらいいなと思います。
2. 「こんなことができます！」というプチ⾃慢が
たくさん集まるような雰囲気や環境、イベントが
あるといいなと思います。

3. コロナの影響によって様々なオンラインツール
やICT、AIといった技術がある中で、気軽に試した
り使ってみる場があるといいなと思います。
ライフデザインをしていくためには、デザインシ
ンキングをベースに、いろいろと実際に⾏いなが
らきちんとその結果やプロセスを評価し、継続的
に⾃由な発想で取り組んでいくといいのではない
かと考えます。
（30代男性）

⾃分らしい⽣き⽅が実現できる環境は、それぞれの
多様性を受容することにも通じると思います。
また、多彩な学びの機会やライフスタイルに合わせ
た活躍の場のある⽣活は、今までの仙台にありそう
でなかった（探せればどこかにはあったのかもしれ
ませんが、情報にたどり着けなかった）ことで、と
てもワクワクします。現在、東京やオンライン上で
しか⾒つけることのできないそうした機会が仙台に
もっとあれば、市⺠にも、⽂化芸術の催事は観光客
にも魅⼒のあるものとなるでしょう。
1. 多彩な学びや体験をまちづくりの実践の場にとい
うのは、市⺠センターや市の施設で⾏われている講
座がそれに当たると思いますので、現在⾏われてい
るこれらを深化させればいいと思います。受講者が、
学んだことを地域にフィードバックしてまちづくり
の講師・リーダーとなることで実践の場を作ると思
います。

⾳楽や芸術などの創作活動で⾔えば、市が主導しな
くても市内には様々な団体がありますし、新しく個
⼈や団体で始めようという⼈もいるでしょう。市に
望むのは、そうした⼈たちが創作活動がしやすくな
るようにサポートしてほしいということです。

活動場所は、現在でも場所貸しの施設が沢⼭あって、
市⺠のサークルやバンドやダンスのチームなどが利
⽤できていますので、とても良いと思います。
例えば施設使⽤料の減免で創作活動をバックアップ
するとか、⾳楽会や個展、作品の展⽰即売会などに
助成⾦を出すなどどうでしょうか。

また、現在⾳楽は施設に楽器が備え付けられている
こともありますし、演劇は稽古から⼤道具から作れ
る施設もあります。⽂学の⾯では少し弱いように感
じますので、⽂学館などで機能強化してはいかがで
しょうか。⾃費出版は⾼額になりがちですが、同⼈
誌・個⼈誌は⽐較的安価にできますので、制作をサ
ポートする講座や道具の貸し出しなど（表紙作成⽤
のPCソフトやコピー⾃家製版⽤に印刷機、裁断機な

ど）。

2. これは多様性が広く社会に受け⼊れられて初めて
なるものだと思います。

想定していた「普通」からはみ出す⼈々が、ありの
ままにいられて⾃⼰実現できるような世の中になれ
ばいいということかと。

そのためには、ハンディのある⼈もない⼈も、その
⼈が思い描くキャリアやライフスタイルが実現でき
るようにサポートする必要があると思います。
現在⽀援の⼿から漏れている⼈々に届くような⽀援
を期待します。

3. オンライン診療を推進してほしいです。コロナ禍
で規制が緩和されていますが、仙台ではまだまだオ
ンライン診療をしているところがないと感じます。
私は複数の病院にかかっていますが、検査などなく
医師とお話をして薬を処⽅されるだけのこともあり
ます。そういう時、オンラインだったらどんなに便
利で楽かと思います。
健康づくりの⾯では、現在でも特定健診でメタボの
⼈は希望するとサポートプログラムが受けられます
が、これに運動も加えたらと思います。介護予防で
もそうですが、スポーツ施設での健康教室や体を動
かすレッスンなどです。
（40代⼥⽣）

これからどんどん求められていく分野だと思います
が、実⾏するのがとても難しいテーマだと思います。
⾃分らしいと簡単に⾔っても、⾃分のことを知るこ
とから始める必要があります。

1.まちの⾄る所で学びと実践の機会がある環境を作
る
県⺠会館や美術館の移転問題にも表れるように、仙
台は学都と⾔われても芸術分野では親しむ場所が貧
弱です。求めている⼈は居るのに場がありません。

2. 誰もが活躍できる環境を作る
私は、年に何度も公⺠館や市⺠センターなどで「⼈
⽣１００年時代の安⼼ノート講座」を開催していま
す。先⾏きの⾒えない不安を抱えたままで１００年
⽣きたくはないと⾔われる⽅が多いです。
そして、公⺠館などに出てきて学ぶ⽅々はほとんど
⾼齢者です。⾃分が希望するライフスタイルを考え
る前に、働き盛りの年代は⾷べていくのに精⼀杯な
状況です。私が起業する時に、介護の問題を抱える
不安を相談した仙台市のスタートアップのアドバイ
ザーが「介護が終わってからすればいいじゃない
の」とおっしゃったことをずっと忘れません。プロ
ジェクトの理想を実現する⼈材を教育してください
とお願いしたいです。

3.ライフステージに合わせた健康を⽀える
中⾼年の健康作りを担うのは、今は、同じ中⾼年の
ボランティアが多いです。福祉にさく予算が少ない
のかと思います。ICTの活⽤を考えるるのであれば
⺠間企業の⼒をかりるべきです。⾏政の動きの遅さ
にはあきれるほどです。
（60代⼥性）

健康寿命を伸ばすことは、個⼈だけで無く社会全
体にとって有益で、そのためには学びや活躍の場
は必須だと思います。
1. ⾳楽に触れると⾔えば、ジャズフェスや勾当台
公園のステージでの演奏、サンタのパレードなど
が思いつきますが、その他多くの⼈が芸術に触れ
られる機会というとあまりピンときません。積極
的に芸術に触れようとする⼈は美術館などに⾜を
運ぶのでしょうが。様々な体験や学びをまちづく
りや仕事につなげていければ理想的だと思います
し、市内で⾏われる学習会や体験会にも積極的に
参加したいと思います。

2. これからの時代は、魅⼒的な街づくりのために
必須だと思います。私⾃⾝、育児が落ち着いた時
にすぐに仕事に復帰できるか不安がありますし、
現在の⽣活スタイルにあった仕事探しが今現在う
まく⾏っていませんので、早く実現して欲しいと
思っています。
3. 個⼈的には産後の健康づくりに関⼼があります。
それぞれのライフステージの⽅に効果的に情報が
伝わるようにするのがまず難しい問題だと思いま
す。また、ictを活⽤のための財源確保と、その⽅
法を利⽤者に指導する必要もあるのですぐに実現
するのは難しいように感じます。しかし、このコ
ロナ禍にも有⽤なので、できるだけ早く多くの⼈
が利⽤できるようになって欲しいです。
（30代⼥性）

実現すればすばらしいことだと思います。

1. 現状の施設に少しづつその要素をプラスしていけ
ばいいと思います。そのための箱モノは不要です。
2. 雇⽤の需要があることが⼤前提なので、まずは企
業誘致や景気回復が先決では。
3. 現状の体育館やスポーツ施設を拡充することで達
成してほしいです
（40代男性）



1. ⼀朝⼀⼣にイノベーションを起こすということは
難しいと思うので、例えば⼩学⽣のうちから⾃由な
発想やアイディアを形にしていけるような環境作り
から時間がかかってもやるべきだと思います。
2. 東北の伝統⼯芸や地場産業、観光といった部分に
関しては、もっともっと⼈を巻き込んでいかなけれ
ばいけないと感じます。
そういったところに関連したビジネスプランやコン
サルティングなどはもっと増やしてもいいと思いま
す。
3. 多様な国々とつながっていくことでインバウンド
化や多国籍化を進めていくといいと思います。
もはや、コロナの影響で「場所」というファクター
はそこまで意識しなくてもいいのではないかと思っ
たりもします。
例えばZOOMを使えば、東北だろうがグローバルだ
ろうが、場所や地域はあまり関係なく、たくさんの
⼈が交流し、イノベーションを起こすネットワーク
を作ることもできます。

「TOHOKU」にこだわりすぎず、遠隔地であっても、
TOHOKUに直接関係なくても、様々な⼈が参画しや
すいイベントやピッチの機会などを設けていけばい
いのではないかとも感じます。
All Japanの中に、TOHOKUがあるイメージで。
（30代男性）

07
Q「TOHOKU未来プロジェクト」についてご意⾒をお聞かせください。

1. 東北を舞台にイノベーションを⽣み出す
2. 仙台・東北の産業の成⻑を⽀える
3. 仙台・東北に世界中から⼈を呼び込む

世界に発信できる東北発のイノベーションを⽣み出す
⼈⼝の減少などの課題を抱える東北の現状をチャンスと捉えて、地域特性を
活かしたイノベーションの創出を⽬指し、社会的・経済的なインパクトを⽣
み出します。そして、グローバルとローカルの視点を併せ持って戦略的にビ
ジネスや誘客を進め、東北の魅⼒を国内外に広めます。

未来プロジェクトTOHOKU
と う ほ く

実施の⽅向性

⼈⼝減少をチャンスと捉えてイノベーションを⽣み
出す、という意味がわかりません。
1. 東北⼤学ともっと連携し、起業家の育成に取り組
めばいいと思います。

2. どちらにしても⽇本の中⼼は東京なので、東北に
こだわらずに⾸都圏のアイデアをもっと柔軟に取り
込んでいけばよいと思います。
3. こちらも東京との連携ではないでしょうか？外国
⼈が東名阪を⾶ばして東北に来る、という流れは想
像しにくいです。
（40代男性）

東北⼈は控えめなどと⾔われますが、ぜひ東北の魅
⼒を世界に発信して欲しいと思います。
1. 歴史や伝統は確かに重要だと思いますが、そこで
⽴ち⽌まっていてはイノベーションは起こらないの
で、「新しいことに挑戦する」「今までにないこと
を受け⼊れる」そういった環境や⾵⼟を作っていく
必要があると思います。

レンタルスペースやシェアオフィスを安く貸したり、
企業誘致の⼟地を設けるなど新しい事業者が参⼊し
やすくしてあげても良いと思います。
2. 次世代放射光施設についてよく知らないため、こ
れが今後私たちの⽣活にどのような影響をもたらす
のかわかりませんが、新しい技術がより良いものを
⽣み出してくれることを期待しています。東北は農
業や⽔産業を営む⽅も多いので、地産地消もですが
関東圏や関⻄にも東北の美味しいものを届けられた
ら良いなと思います。

コロナで新幹線利⽤客が減ったため、空いた座席を
使って輸送するというニュースを⾒ました。今後も
継続していって欲しいと思います。
3. 世界中から⼈を呼び込むために、仙台空港や仙台
駅などもっとわかりやすく利⽤しやすくして欲しい。
電⾞の本数など交通機関をもっと充実させてほしい。
観光名所だけではなく、過疎地にも⾜を運んでもら
えうように⺠泊体験や農業体験などの宿泊プログラ
ムがあっても良いかと思う。
（30代⼥性）

宮城は仙台を中⼼として⼈⼝は増え続けていますが、
秋⽥や⻘森など他県は若い世代が県外に流出し、⼈
⼝は減る⼀⽅です。ですがコロナ禍の現在、テレ
ワークの普及により地⽅へ移住する⼈が増えている
ようなので、空き家等を⽣かし移住してもらえるよ
う対策をしていくべきだと思います。

1. 仙台郊外には、トヨタなどの⼤⼿企業の⼯場が増
えています。東北の広い⼟地、豊かな⾃然、東北の
カルチャーを国内外にアピールすることができれば、
興味を持ってもらえる企業が増えると思います。
2. 可能な限り地産地消ができれば、もっと⾷費が抑
えられるので、スーパー等で宮城県産が増えると良
いです。いつも買い物をする時、必ず産地を確認し
ます。地元農家のコーナーにある野菜は、量も多く
安いのにスペースは狭くお店のごく⼀部にすぎませ
ん。これがメインの野菜コーナーを占めるぐらいあ
ればかなり嬉しいです。
3. 東北は昔ながらの伝統や変わらぬ⾃然に触れ合え
る地⽅だと思います。各県の祭りをはじめ、東北の
武将、世界遺産の中尊寺⾦⾊堂、⽩神⼭地、松島な
どの観光地、温泉をもっと国内外に発信できれば、
観光地としてとても魅⼒的に思ってもらえると思い
ます。
（40代⼥性）

賛成です。今までの「⽥舎の」「貧しい」「閉鎖的
な」東北地⽅のイメージから変化して欲しいと思って
います。
1. イノベーションを起こす上では外部(都⼼、国外含
む)から⼈材を集めるものと仮定して以下記載します。
仙台市は、⾃然と程々の都市部が融合した住環境とし
ては申し分ない街だと思っています。都⼼のそれと⽐
べれば情報量は圧倒的に少ないですが、オンラインが
普及しつつあること、逆に余計な情報をカットできる
という意味でも、専⾨家の⽅々には集中しやすい環境
が提供できるのでは？と素⼈考えですが思います。

ただ、外部(都⼼、国外など教育⽔準が仙台より⾼い
場所)から家族で移住する場合、仙台市内の学校のレ
ベル感がネックにならないか？が気になります。(イ
ノベーションを起こすくらいの⼈材のご家族であれば、
それなりの⾼い教育⽔準を求めそうな気がするの
で・・・)

「なぜ東北地⽅が貧しいのか」と繋がると思っていま
すが、そこに住む住⺠が外来者を受け⼊れられる位に
は素養を⾼める・底上げするのは必須だと思っていま
す。でなければ、外部から呼び込めたとしても、失望
感や孤⽴感を深めて出ていかれるのでは？と感じるか
らです。

実際に、以前通っていた外国籍の英会話講師2名から
個⼈的意⾒ではありますが「仙台⼈は俺のことをじろ
じろ⾒てきて不快だ(仙台の街には好感を⽰しても、
仙台⼈への悪⼝は多かった)」「福岡やソウルは⾊々
⾯⽩いイベントやコミュニティがあって住みやすかっ
たが、仙台は何もなくてつまらない(と⾔って福岡に
移住した)」と⾔われたことがあります。

2. 最先端技術と地場農業を推す取り組みはユニークで
⾯⽩そうですね。農業が盛んな東北、東北⼤学のある
仙台ならではだと感じました。今でも仙台駅やアー
ケードでは、県内各地(気仙沼、南三陸、⽯巻、亘理
のはらこ飯、⼭元のいちご…)の⾷の販売を⽬にするこ
とがありますが、引き続き県内・東北地⽅内の地場産
品をアピールする場を提供するのが、東北⼀の政令指
定都市としての役割だと思っています。

3. 1に書いたこととも重複しますが、(特定の誰がとい
うことではなく)住⺠全体として外来者を許容できる
マインドを醸成しなければいけないと思っています。
⾃分⾃⾝もコロナ前は年1回は国外へ旅⾏していまし
たが、⼈種も異なり⾔葉もままならない⾒知らぬ外国
⼈を温かく迎え⼊れてくれる⼈がいるとその⼟地に愛
着が湧くものです。
また、仙台に限らない話ですが、中⾼であれだけの時
間英語教育に時間を割いていて、実践の場で全く使え
ないのは時間の無駄に感じます。「あれだけの時間割
いた外国語」の経験を⽣かして、仙台市内の店などの
施設に⾜りない英語・中国語etcの案内を増やしてあ
げたらお互いにメリットがあるのではと思います。

(⽇本⼈がよく来るような国では、なぜこんなところ
にまで！?という位に⽇本語の案内表⽰があったりし
ます。結局は「迎え⼊れる姿勢」、打算的な⾔い⽅を
すると「売り上げを上げるチャンスを⾒逃さない」と
いうことだと思います)

（30代⼥性）

⼀⼈でイノベーションを起こせる⼈はいないと思います。同じ問題意識のある⼈が個⼈ベースでプロジェクト
を組みやすくする必要あり。

東北⼤学の学⽣が仙台のイノベーションに魅⼒を感じてくれるように、開かれた学校を⽬指し、社会と交流し
て欲しい。
私も東北⼤の知能を⽣かして考えて頂きたいテーマがありますが、接点がありません。⼀部の産学連携に携わ
る有識者だけの狭い世界のように感じています。多様な⼈が⼤学と繋がる必要を感じます。
⾸都圏から優秀な⼈材を呼び込む。⾸都圏から若い⼈が移住したい、⼀緒にまちづくりしたいと思われる仕掛
けが必要です。
（50代⼥性）

1. 学校との連携かいいかもしれないですね。優秀な
⼈材＝発信⼒がある⼈とも限らないのでそこの所が
難しいかもしれないです。私⾃⾝もどういうところ
で情報を得ていいかわからないです。
2. 仙台は東北としては最⼤の都市ですが、東北各地
の協⼒というのも⼤切かなと思います。地元が潤う
ような協⼒関係がきずけるといいと思います。箱物
をつくるときも、東北内の企業優先などはどうで
しょう。
3. 空港の整備もですが、空港からのアクセスも直で
つながるといいと思います。後は海外のちは⼈か好
きそうなアニメイベントとか、グルメ旅を計画する
とかはどうでしょうか。
（50代⼥性）



08
Q「都⼼創⽣プロジェクト」についてご意⾒をお聞かせください。

1. 投資を呼び込むまちをつくる
2. イノベーションが⽣まれる都⼼をつくる
3. まちの回遊性を向上する

⼈が集い、新しいチャレンジが⽣まれる都⼼をつくる
多くの⼈々が集まる交流の要所・仙台の都⼼が、絶えず⼈を惹きつけ魅⼒あ
ふれる場所であるため、都⼼の開発を促進させ、ビジネスや交流の基盤を整
備することで、意欲のある⽅々が集い、新しいチャレンジが⽣まれる環境を
整えます。さらに、多様な主体の連携を通じて様々なコンテンツをつくるこ
とで、回遊性が⾼く、働く場・楽しむ場として魅⼒的な都⼼をつくります。

都⼼創⽣プロジェクト

実施の⽅向性

1. こちらを読んでいて思い出しましたが、トラスト
タワー、アエルのオフィス内で社内アンテナを⽴て
ても携帯電波やWi-Fiが⼊りづらいということがあ
り、調査してもらったことがあります。気象台の観
測アンテナが近く、影響を与えているとか、ビルが
多くてアンテナを受信しづらいなどと仰っていまし
た。

それが正しいのであれば、新しいビルを建てる際に
は互いに邪魔をしないよう整備してほしいです。ま
た観光客向けのフリーWi-Fiスポットや、無料で充
電できる場所、コワーキングスペースなども増える
と良いと思います。

2. アシスタでは個別の事業⽴ち上げのサポートをし
てもらっていますが、各事業者のコラボの提案や、
交流会などもあると良いと思います。他事業の⼈と
お話する機会もあまりないので、ワークショップ型
のイベントの開催などが増えると嬉しいです。

3. ⽤事がなくても気軽に⽴ち寄れるところが増える
といいなと思います。休憩を兼ねて⽴ち寄り、イベ
ント情報や⼦育てに役⽴つ情報などが⾒られると嬉
しいです。
（30代⼥性）

1. 仙台の街は若者にとって飲みにいく場所という
イメージはありますが、遊んだり、ゆっくり過ご
したりといったイメージになっていないように感
じます。
そういった娯楽やリラクゼーションの場を盛り上
げる、⾯⽩い企画を考えてくれる企業を誘致して
もらいたいです。
2. イノベーションにはやはり教育が⼤事だと思い
ます。

1⼈の天才やセンスではなく、多くの⼈のコラボや
⾃由な発想から⽣み出す視点を⼤事にしてもらい
たいです（ハッカソン、ピッチ、フォーラムな
ど）

3. 新しいテクノロジーをどんどん導⼊し、テクノ
ロジーのショールーム化をしていけば、おもしろ
い街になりそうです。
（30代男性）

コンテンツの充実は今後の発展に向け⾮常に重要
なファクターだと感じます。

1. 投資を促進させるならばまず⾦融的なアプロー
チが必要だと思います。補助や⾦利優遇などで
しょうか。
2. 仙台は⽀店経済なので、それぞれの本店へのア
プローチで各サービスの誘導を⾏ってほしいです。

3. 仙台はそもそも中⼼部⼀極集中型なので、特に
必要とは感じません。
（40代男性）

仙台駅周辺は買い物をするのに適していますが、
カフェやレストラン等を除き、落ち着いて誰でも
ゆっくり休めるような場所、そして交流できる場
所がないのが少し残念です。

1. 仙台市中⼼部は新しいオフィスビルも多くなり
ましたが、仙台朝市の周辺など⼀歩路地を⼊ると
⽼朽化が⽬⽴つ建物があり、表裏のギャップが激
しいです。そういう場所にはあまり⾏きたいと思
わないので、⽴地が良いだけにもったいないと感
じています。建て替えに期待です。
2. 誰でも⽴ち寄れて⾃由に⾒学できるギャラリー、
図書館もあり落ち着いてゆっくり休めるメディア
テークが私は好きなのですが、駅から少し離れて
いるので駅前にもそういう場所があるともっとコ
ミュニティも広がると思います。
3. 市役所の⽼朽化も⽬⽴ちますが、ファッション
ビルの中でもだいぶ古く感じる場所があり特に若
い世代に敬遠されています。やはり清潔感が⼀番
だと思うので、ある程度の年数が経ったら、建て
替えやリフォームが必要です。回遊性でいうと、
駅前なら駅前だけ、⼀番丁なら⼀番丁だけで終
わってしまい、⻑い距離を⾒て歩くことが少なく
なりました。以前仙台駅から楽天⽣命パークまで
乗れるベロタクシーを⾒たことがありますが、ど
こから乗れてどこまで乗れるのか全く分からず、
街中でもそんなに⾒かけないので、もっと活⽤し
てもらえるよう台数も増やし名物的なものになれ
ば、駅から遠い場所にも⼈が流れていくと思いま
す。
（40代⼥性）

ハード、ソフト両⾯での都⼼づくりと理解しました。
仙台駅前では旧さくら野百貨店など再開発がこれから
の⼀等地があり、市役所の庁舎の建て替えも控えてい
る今は、ハード⾯でも都⼼創⽣をデザインするのに好
機だと思います。ソフト⾯ではICT関連企業などの誘
致を集積させることによって、⼀層企業に選ばれる仙
台になれると思います。

1. 再開発の機運のある今こそ、個別に整備するのでは
なく都⼼全体としてのデザインを描いての整備が望ま
れていると思います。都市公園などの公共空間を効果
的に配置することによって都⼼としての魅⼒がさらに
増すと考えます。

2. スタートアップ・エコシステムが分からなくて調べ
たのですが、スタートアップ企業が次々に⽣まれてく
るいい環境を作るということのようですね。起業しや
すいまちづくり、企業・起業家・教育機関等が新しい
事業に挑戦しやすい応援体制を構築することによって、
仙台がイノベーションが⽣まれやすい街だと広く知っ
てもらい、さらなるスタートアップ企業が仙台で⽣ま

れる好循環を作ってほしいものです。

3. まちの回遊性を向上するという点では、街なかを循
環するバスなどがあると便利かと思います。シェアサ
イクルなども広がって来つつあり、⾃転⾞専⽤道路の
⼀層の整備など。歩いて巡りたくなる空間には、休め
るところが多く必要ではと思うので、⾄る所にベンチ
や東屋があると⾼齢者をはじめとした歩⾏に難を抱え
る⼈も安⼼です。
⾳楽ホールの整備検討に関しては、⾳楽鑑賞に特化し
た⼤規模ホールが欲しいというのがそもそもの出発点
なので、いろんな意⾒を取り⼊れた末に多⽬的ホール
になることだけは避けて頂きたい。市内に多⽬的ホー
ルは多数あり、今後は特徴のはっきりしたホールを整
備する必要があると考えます。
（40代⼥性）

他から来た⽅は、駅前からの街並みを⾒て、都会だ
ねえとおっしゃいます。創成なので、新しくするば
かりでなく、⾒直すことも⼤事だと思います。

1. 投資を呼び込むまちをつくる
投資をするのは、利益を得たいからです。東京から
のアクセスがいいので、オフィスビルを整備するの
は必要だと思いますが、家賃があまり上がらないよ
うにすることも必要だと思います。社会情勢がここ
まで変わってしまったので、思いきって経費が掛か
らない⽅向を⽬指すべきかもしれません。空き家、
空きビルの利⽤は必要ですが、時間がかかると劣化
して利⽤できません

2. イノベーションが⽣まれる都⼼をつくる

個⼈で新しいことを始めている⽅はいますが、持続
していくにはお⾦の⾯をはじめとする経営のフォ
ローが必要だと思います。産学官⾦の技術やのハウ
を活⽤するには出会う場を設ける役⽬をはたしてい
ただきたいです。

3. まちの回遊性を向上する
歩いて回っても、魅⼒的な街になって欲しいといつ
も思います。仙台に来たら、⻘葉城に⾏き⽜タンを
⾷べておしまいではつまらないです。松島まで⾏か
ないと満⾜しないと仙台在住の⽅でも思っているの
ではないでしょうか？
（60代⼥性）

1. 東京の本社機能がある企業が仙台を選択出来るよ
うなメリットを提供出来るようになれば、変化する
可能性はあると思います。

2. 東北だけでなく、⽇本全国とネットワークを持つ
ことが必要な時代だと思います。
3. 市内中⼼部の⽼朽化した建物などの建て替えは必
要だと思います。

（50代男性）

1. 都⼼は地価が⾼いのか，空きテナントが゛いっ
ぱいあるような気がします。経済が回る＝会社が
潤うなのでしょうが、企業にとっても魅⼒ある提
案をしていかなければと思います。

2. 産学が協⼒するのは必須ですね。学⽣の、夢物
語の中から何か⽣まれるかもしれないですし、ま
た積極的に異業種の⼈が交流する場があるといい
ですね。
3. 地下鉄沿線は回遊性はいいですが、他はそうで
もないです。地下鉄を中⼼にイベントをしたりす
ることが⼤切ですね。市⺠でありながらそんなに
地下鉄にも乗らないです。今あるものを⼯夫して
回遊性が⾼められればいいですね。
（50代⼥性）



参考：仙台市移住希望者にとっての
「杜の都らしさ」とは？

仙台市への移住希望者12名から集まった「杜の都らしさ」についてのご
意⾒を抜粋しています。



参考：仙台市移住希望者にとっての
新しい「杜の都」とは？

仙台市への移住希望者12名から集まった、新しい「杜の都」にも残して
いきたいこと、についてのご意⾒を抜粋しています。


